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oligosporus、Rhizopus oryzae、Rhizopus stolonifer のいずれかを使用することが定められている。しかし




ていない。そこで、本研究ではこれら 3 種の Rhizopus 属糸状菌による発酵大豆について、それらの食
品栄養学的な特性を明らかにすることを目的とした。 
 



















った。また、発酵時間のアグリコン含量に与える影響を検討したところ、R. oligosporus および R. 








第３章 高脂肪食摂取ラットにおける Rhizopus 属糸状菌を用いた発酵大豆の摂取影響の評価 
本章では、3 種の Rhizopus 属糸状菌を用いた発酵大豆を摂取させた影響について、高脂肪食摂取ラ
ットを用いて評価した。試験食は 30％牛脂を含むコントロール食群、およびコントロール食に R. 
oligosporus、R. oryzae、および R. stolonifer を用いて調製した発酵大豆凍結乾燥粉末をそれぞれ 20％ず
つ配合した (それぞれ、RM 群、RO 群、および RS 群とした) 計 4 群に群分けた。各群の脂質、タン
パク質、塩類、および食物繊維の量は、それぞれ牛脂、カゼイン、塩類混合粉末、およびセルロース
により補正した。実験動物には、3 週齢 Sprague-Dawley 系雄性ラットを用い、12 時間明暗交代の恒温
環境下で飼育した。予備飼育後、試験食を一定量の制限食として与え、脱イオン水は自由摂取させて
21 日間飼育した (各群 10 匹) 。 
その結果、最終体重、および食餌摂取量について、各群間での有意差は確認されなかったものの、
RM 群および RS 群において、体重増加量が僅かではあるが有意に高かった。血清中の肝障害関連パ
ラメーターを測定した結果、RO 群においてアンモニアのみが有意に減少したことを除き、RM 群と
RO 群はコントロール群と比較して、AST、ALT、γ-GTP、総ビリルビン、アンモニア、アルブミン、
およびLDHへの影響は認められなかった。一方、RS群においては、AST (-21%) 、総ビリルビン (-50%) 、
およびアンモニア (-13%) が有意に減少した。さらに ALT (-12%) と LDH (-28%) については、減少傾
向が確認された。また、いずれの発酵大豆摂取群においても、肝臓の重量、トリグリセリド、脂質過
酸化物に変化は認められなかったが、総コレステロールは RM 群、RO 群、および RS 群でいずれも有
意に減少した。さらに興味深いことに、いずれの発酵大豆摂取群においても、遊離コレステロールは














酵菌株として注目されていなかった R. stolonifer を用いた発酵大豆に関する新規機能性を示すもので
あり、Rhizopus 属糸状菌を用いた発酵大豆の研究開発において新たな視点を提供する。また、本研究
で得られた知見をさらに深めることにより、健康維持や疾病予防に寄与する新規な発酵食品の開発へ
の貢献が期待される。 
